
    ““  WWee  aarree  tteeaammmmaatteess  !!!!””  

九九州州国国際際大大学学付付属属中中学学校校  生生徒徒会会  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＡＥＤ講習会の感想 ～１年生～ 

 

・人間は意識して行動が出来ることが分かった。 

・２年生の先輩方や郡山先生、消防署の方々のおかげで、まだ完璧ではないが、出来るようになっ

た。 

・周りの人が一人でも動くだけで、たった１つの命が救えるかもしれない。 

・２年生になって後輩が出来たら、ＡＥＤ講習会に出て教えてあげたい。 

・分からないことがいっぱいあったけど、先輩が優しく分かりやすく教えてくれた。 

・ＡＥＤの技術だけでなく、心の勉強ができてすごく役立った。 

・自分の行動、指示が大切だと思った。 

・初めて本当のチームワークの大切さが理解できた。 

・２年生の人が、実際にやった後、褒めてくれたので嬉しかった。 

・他の学校では体験できないことなので、九国に来てよかったと思った。 

・先輩に教えてもらったとき、「自分もこんな風に上手に説明できるようになりたい」と思った。 

・「We are teammates !!」を目標にして頑張った。 

・先輩が、１年生のために放課後残って準備してくださって、とても嬉しかった。 

・心肺蘇生法も大事だが、人に声をかけたり、助けたりしようとする「勇気」が一番大事だと思っ

た。 

・見て見ぬふりは絶対にしないと思った。 

・自分の知らなかったことを知ることが出来て、楽しかった。 

・技術と大切な心構えをもつことが出来た。 

・コミュニケーション能力が整っていると、人の命を助けることが出来ると感じた。 

・自分から率先して人を助けたいと思った。 

・先輩が的確なアドバイスをくれた。 

・自分が周りから大切にされているからこそ、自分も周りの人を大切にすることが大事ということ

を、改めて実感した。 

 



ＡＥＤ講習会の感想 ～２年生～ 

 

・決して傍観者にはならない。 

・知らなかったことを学び、知るということは大きな自信となった。 

・ＡＥＤの装置に気付くと「自分は講習を受けてちゃんと操作できるんだ。」と、いつも思うこと

が出来る。 

・九国の心をつないでいく。そして、かけがえのない命を大切にしていくことの橋渡しをしていた

だいているＡＥＤ講習会。 

・人に教える力と、人を助ける力が身に付いた。 

・１年生が人形をいじるのをなかなか注意できなくて困っているうちに、去年の講習会を思い出し

た。去年、自分が受けたときも、人形を触って今の３年生を困らせていた。あのとき、先輩がど

う注意してくれたかを思い出して、何とかしのげた。 

・僕の視点から見ると、１年生はちゃんと協力しあい、合言葉の We are teammates!! を実現し

ていたように見えた。 

・去年、私たちは１年生として教わる立場で、教えてくださった先輩方のように、来年は優しく教

えたいなと思いながら参加したことを思い出した。 

・「失敗しろ、失敗しないと学ばないから。どんどん自分の思ったことを発言していいんだぞ、そ

の発言が間違えていても俺たちがサポートするから。」郡山先生のこの言葉は、ホッとする力を

もっている。 

・「空白の６分間」ではなく「黄金の６分間」 

・人に教えることの難しさと恥ずかしさに勝つ強さの大切さを学んだ。 

・昨年、先輩が教えてくれたように、今度は僕が、先輩として１年生に教えてあげたいと思ったか

ら参加を希望した。 

・新しい後輩と仲良くなり楽しかった。 

・ＡＥＤを学ぶだけでなく、コミュニケーションも学べた。 

・ＡＥＤは人の命を助けることが出来る大切な道具。この道具を中学生でも講習を受けることによ

って使うことができ、人の命を救うことが出来る。１年生にもこの貴重な体験を忘れないでほし

い。 

・「大丈夫ですか？」の声かけ。 

・ＡＥＤ講習会で学んだのは、自分から積極的に行動し、力の限り人を助けるということ。 

・後輩たちのよい経験になってもらえていたら嬉しい。 

・この機会で学んだことは、これからの学校生活や行事で、後輩たちに教えるときに役立てたい。 


